
 

令和８年７月 30 日 

 

神奈川県森林土木事業設計要領（治山編） 

第３編 正誤表 
正 誤 

 
 

 1 / 2 

 

第１章 治山事業設計歩掛 

第１節  土   工 

１～６（略） 

７．人力土工(土砂) ※H30 森林整備保全事業標準歩掛(土工)1－3 人力土工(土砂)から一部転記 

（3）適用作業 

エ 人力盛土（埋戻し）  

(標準歩掛治山編 1-2-1 人力埋戻工を適用) 

（4）施工歩掛 

エ 人力盛土（埋戻し）歩掛 

(標準歩掛治山編 1-2-1 人力埋戻工を適用) 

８．埋戻工(標準歩掛 第 2 編治山１－２) 

（1）略 

（2）土留工の埋戻 

埋戻土量は設計図書から算出し、積算は以下のとおりとする。 

 

a・・・埋戻し＋敷均し＋締固 

b・・・埋戻し＋敷均し(＋締固) 

      ※条件に応じて締固を計上。(例：もたれタイプ土留等) 

c・・・埋戻し＋敷均し 

 

機械施工(バックホウ使用)の場合 

埋戻は「ルーズ」、敷均しは本項(3)敷均歩掛を、締固は標準歩掛治山編 1-2-2 締固め５（２）締固め作

業 C を使用する。 

ただし、土留工が大規模構造物であって、振動ローラ等の機械の搬入が可能な場合は、標準歩掛治山編 1-

2-2 締固め５（１）締固め作業 A、Bとする。 

なお、締固を計上する際、敷均しが含まれている場合は、本項(3)敷均歩掛は計上しない。 

 

人力施工の場合 

埋戻（敷均含む）は標準歩掛治山編 1-2-1 人力埋戻工を使用する。 

 

（3）敷均歩掛(治山ダム工に適用) 

（1 ㎥当り） 

名     称 単位 数 量 摘       要 

砂・砂質土・粘性土・礫質土 人 0.05 普通作業員／山林砂防工 

岩塊・玉石・破砕岩・軟岩ⅠＡ 人 0.09 普通作業員／山林砂防工 
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